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議　事

（１）令和６年度上半期の事業報告について

※以下(   )内は、前年度上半期の実績数

①　総合相談支援事業

　高齢者が住み慣れた地域で安心して生活ができるようさまざまな相談に応じました。

　適切な機関・制度・サービスにつなぎ、継続的な相談支援を行い、その実施にあたっ

て必要となるネットワーク会議への出席や出前講座等を実施しました。

ア．ネットワーク構築 (回)

11 25 10

11 20 19

11 24 18

13 19 21

46 88 68

○ネットワーク構築の内容

・地域包括支援センター運営協議会

・介護保険に関する事業者等説明会

・地域ケア推進会議

・在宅医療・介護連携推進会議

・第１層協議体　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

・やしお苑在宅連携会議

・認知症地域支援推進員連絡会議

・生活支援コーディネーター連絡会

・第２層協議体

・グループホーム運営推進会議　　　　　　　　　　　等

・フレイルチェック測定会

・認知症サポーター養成講座

・家族介護教室

・介護予防教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　等　

市が主催する
会議参加回数

ネットワーク
会議開催回数

出前講座等
実施回数

東 部

西 部

市が主催する会議

ネットワーク会議

出前講座等

南 部

北 部

合 計 (42) (103) (58)
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イ．総合相談事業

【内　　訳】

ａ．予防給付（サービスの利用有無に関わらず、要支援１、２と認定された方の相談）

(件)

ｂ．予防給付以外 (件)

電話 来所 訪問 文書 合計

東 部 412 3 303 0 718

南 部 682 25 338 5 1,050

西 部 424 33 493 5 955

北 部 864 60 430 16

合 計 2,382 121 1,564 26 4,093

1,370

東 部 402 27 220 0 649

電話 来所 訪問 文書 合計

南 部 453 51 113 0 617

497西 部 303 32 161 1

778北 部 605 47 121 5

合 計 1,763 157 615 6 2,541

予防給付, 

4,093件, 

61.7%

予防給付以

外, 2,541件, 

38.3%

R6年 aとbの割合

予防給付, 

3,284件, 

57.7%

予防給付以

外, 2,406件, 

42.3%

R5年 aとbの割合

電話

3,522

件

61.9%

来所

227件

4.0%

訪問

1,918

件

33.7%

文書 23

件 0.4%

R5

対応件数5,690件

電話

4,145

件

62.5%

来所

278件

4.2%

訪問

2,179

件

32.8%

文書 32

件 0.5%

R6

対応件数6,634件
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②　権利擁護事業

　成年後見制度の活用促進、高齢者虐待の早期発見、消費者被害の防止など高齢者が

安心して尊厳ある生活を維持することができるよう、専門的・継続的な視点から支援

しました。

ア．成年後見制度等相談件数　 （件）

3 39 0 0 0 0

2 4 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 3 7 1 1

5 (11) 43 (7) 3 (0) 7 (0) 1 (1) 1 (1)

〇主な相談内容

（以下、事例の際に地域包括支援センターを「包括」とする。）

＜成年後見制度＞

東部）

・一人ぐらし高齢者。飛び込み屋根工事の業者と契約してしまい、屋根工事２２０万

円、更にベランダの塗装や玄関の鍵の故障を指摘され追加工事を併せて計３７０万円

支払いをしてしまった。速やかに成年後見制度を利用し、保佐人をつける。

・介護保険２号被保険者、一人暮らし。若年性認知症により財産管理、生活費の管理

サービス利用についての契約行為等ができない。親戚が近所に住んでいるが、「支援

はできない。」とのことで、弁護士に相談後成年後見制度利用し、相談に乗っていた

だいた弁護士が後見人となり、施設入所まで繋げる。

西部）

・独居で認知症の方が本人が金銭管理をしているが、頻繁に通帳やカードを紛失する

ため、銀行より後見人をつけるように話が合った。成年後見制度の法定後見人制度を

利用し、別居娘を後見人につけるよう手続きを進めた。

・独居で身寄りがない方。任意後見と遺言書の相談があり後見センターへつなぐ。

南 部

北 部

合 計

延件数

成年後見制度
相談件数

日常生活自立支援
事業相談件数

消費者被害
相談件数

実件数 延件数 実件数 延件数 実件数

東 部

西 部
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＜日常生活自立支援＞

北部）

・社協より、本人承諾後当方に電話相談。貸付相談が本人からあったが、ここ数年で

複数回あり、今後は日常生活自立相談事業を活用することを勧めたが拒否。

実態把握のため訪問。年金支給後に必要な支払いを済ませ、食費、医療費も確保。

残金で趣味等に充てる。該当月は病院で予定外の検査が重なり残金が無くなった。

改めて事業利用を提案するものの自助の意思が強く、サービス利用の希望なし。

趣味代を貯えに回すことが必要と伝え、要観察となる。

・市役所より包括介入の依頼。認知機能低下著明だが日常生活動作は自立、収支状況

の把握ができないが、意思確認はできる方であるため親族に医療受診や日常生活自立

支援を進めることを了解してもらい対応。

＜消費者被害＞

北部)

・訪問営業にネット契約をすると電気代等が安くなるといわれ、契約したがよくわか

らないとの相談。契約会社に確認し、不要なオプションを解約。今回は代理店の営業

であることを確認し、問い合わせると仮契約状態であったため、本人の意向を確認し

解約した。
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イ．高齢者虐待対応件数　 （件）

〇主な相談内容

東部）

・娘からCMへ電話連絡あり。本人の認知症言動により、介護限界が来ており殴る、蹴

る等の暴行を加え、自宅外に締め出し、入れないようにしたもの。

・CMより相談。高齢者世帯、妻の認知症に夫が対応しきれず、暴行を振るっている。

夫、CMと面談。夫の訴えに一貫性がなく、サービス調整も困難であるため、CMから息

子へ実態を伝え、息子のもと本人は施設入居となった。

西部)

・認知症の母親と同居息子による虐待。年金を搾取する、怒鳴りつける等の行動があ

ると相談あり。デイ中の本人に直接訪問、同居家族から話を伺う。

・同居夫から暴言を吐かれているとの相談がデイサービス職員よりあったとCMよりあ

り。訪問し、ケアプランの調整等の相談にのる。

・嫉妬妄想がある妻に耐えられなくなった夫が暴力をふるった。訪問し夫の話を徴取。

妻の精神科受診につなげる。

南部）

・同居の孫から暴言と暴力。同居孫、娘に精神疾患がある。

暴力が改善されることがなかったため、本人を特別養護老人ホームへ入所。

しかしなじめず、数日で退所。孫が市外に転居したため、現在は要観察中。

・他県に暮らす次男から養護者の長男嫁が暴行を加えているとの連絡があった。

CM等と情報共有し、状況を調査。長男嫁が精神的な不安定さを抱えているが、次男も

本人が介護できずに長男が引き取った経緯があり次男と長男嫁との不仲による通報で、

明らかな虐待は確認できなかった。

北部）

・精神疾患のある養護者である子が本人を叩いたり、子の暴言で逆上し本人が子を叩

き互いに通報しているケース。子の医療機関受診を進め、薬でのコントロール実施。

・通所施設職員の暴言で通わなくなったと、家族からCMに相談。施設虐待疑いで確認

したが、事実確認が取れず。本人、家族は納得できず、CMが通所施設の職員と家族の

話し合いの場を作るにあたり、包括に相談。

高齢者虐待対応

相談件数 対応件数

東 部

西 部

南 部

北 部

合 計

4

5

15

7

6

24

3 6

3 5
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③　包括的・継続的ケアマネジメント支援事業

  　医療機関を含めた関係機関との連携・協力体制の構築、地域の介護支援専門員の後方

 支援等を行いました。

○各地域包括支援センターの活動状況 （件）

2 6 6 1 6 6 6

3 6 6 0 6 6 6

2 6 6 1 6 6 6

2 6 6 0 6 6 6

9 (11) 24 (24) 24 (24) 2 (9) 24 (24) 24 (24) 24 (24)

（件）

〇介護支援専門員からの主な相談内容

東部）

・妻、引きこもりの息子との同居。本人状態が悪いにも関わらず、治療方針が決

められない等の理由で治療が開始されない。利用中ショートステイも本人の状態が

悪くなれば引き受けることが出来ないといわれ、サービス調整がむずかしい。

甥や病院相談室を巻き込みカンファレンスにて方向性を決める。

・生活保護、障がいサービスと介護保険制度の兼ね合いについて

西部）

・利用者とうまくいっておらずCM交代を希望されているため利用者から話を聞いて

ほしい。

・必要だと思われるサービスを提案しているが、同居の息子が反対しサービスを入

れることができない。虐待とまではいかないがどうしたらよいか。

合　計

地域ケア
個別会議

東 部

西 部

南 部

北 部

専門職種別会議

社会福祉
士会議

東 部 17 2 88

看護職会
議

介護支援
専門員会

議
地域ケア
推進会議

自立支援
型地域ケ
ア会議

主任介護
支援専門
員会議

地域ケア会議

日常的相談業務

介護支援専門員から
の相談延件数

サービス事業者か
らの相談延件数

医療機関からの相
談延件数

西 部 20 1 15

南 部 11 2 5

北 部 48 4 13

(102)合　計 96 (102) 9 (70) 121
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南部）

・更新で要介護から要支援になったが、サービスが必要なため区分変更について

・本人母息子２人同居。本人の年金で生活し、長男は交通事故の賠償中。

三男は心疾患があるものの、入院費未払い、経済的に受診できない。

北部）

・威圧的でクレーム気質な利用者への対応の相談。

・要介護だがサービス未利用の結核を患っている利用者への対応。

・担当利用者の家族と良好な関係が保てず支援継続が困難になってしまった例。

家族等の意思を確認し、新たなCMにつなぐ。

〇サービス事業者からの主な相談内容

東部）

・訪問看護ステーション相談。医療保険で訪看を利用していたが、入院をきっかけ

に介護保険申請。要支援の場合、今まで通りの利用回数で提供できなくなる。

要支援になれば包括が担当になるので相談も兼ねて連絡。相談の上介護保険申請を

取り下げ。

・要介護認定を持っているが、医療系デイケアを利用している。デイケア相談員よ

り連絡があり、妻の介護疲れを勘案して、ショートステイ等の利用が必要ではない

かとの相談。

西部）

・デイケアの事業所より、支払いが３ヶ月分滞納している。3ヶ月滞納があると、

次月の請求書を出せないシステムになっている。今月もショートステイの予定が

入っているが、滞納が増えると思われるが、大丈夫か。

南部）

・リハビリ機能訓練で通所利用。事業所より私用での休みが多い。他に運動を希望

されている方を優先したいとの相談。その後本人からも目標を達成したとして終了

となる。

北部）

・複数の通所事業所よりその施設の利用者でない方から、迎えに来てほしいとの

間違い電話が頻回するため対応

・複数のサービス事業所より、威圧的、クレーム気質の利用者の対応について相談

・配食サービス事業所から対応に苦慮しているケースの相談。
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〇医療機関からの主な相談内容

東部）

・退院調整の依頼

・介護保険申請代行の依頼

・外来患者で認知症と思われるケースへの介入依頼。

・独居で体調が悪く、いつどうなってもおかしくない状況だが、入院を拒否してい

るケース

西部）

・入院者の夫の同居妻に認知症があるため、支援をしてほしいとの相談。

・訪問リハビリ利用のための支援の要望。

・養護者である息子が入院したため、残された高齢者にショートステイ等のサービ

スを利用したい。ケアマネを探してほしい旨の相談。

・介護保険申請代行の依頼

南部）

・介護認定申請中、認定が出る前に退院となる。暫定のサービス利用について

北部）

・病院MSWより介護保険申請代行の相談。暫定での利用相談、退院後の介入依頼、

CMやサービス事業所情報の提供依頼

・要介護だがサービス未利用のため、CMが不在でサービス利用意向がない方で、

フォローが必要なケースや、カンファレンス出席依頼。
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④　指定介護予防支援

　介護保険における予防給付の対象となる要支援者や、介護予防・生活支援サービス

事業の対象となる要支援者、事業対象者の介護予防サービス計画等を作成するととも

に、適切なサービス等の提供が確保されるよう、関係機関との連絡調整等を行いまし

た。

(１)予防給付ケアプラン作成数 （件）

包括 委託 包括 委託 包括 委託 包括 委託

4月 63 5 96 3 65 6 79 15

5月 63 5 94 3 70 5 79 16

6月 61 5 97 5 69 6 78 12

7月 62 4 97 6 69 7 81 13

8月 65 5 90 4 69 6 73 6

9月 66 6 88 3 67 3 76 6

（２）介護予防ケアマネジメントケアプラン作成数 （件）

包括 委託 包括 委託 包括 委託 包括 委託

4月 50 3 62 0 45 2 67 10

5月 47 3 68 0 55 2 66 8

6月 49 3 73 3 54 2 68 9

7月 43 4 75 3 52 2 74 8

8月 47 4 71 2 51 2 69 10

9月 51 4 68 2 53 2 70 10

地域包括支援
センター作成数

委託作成数

東部 西部 南部 北部 合　　計

303 (285) 29 (25)

306 (281) 29 (23)

305 (282) 28 (24)

309 (287) 30 (22)

地域包括支援
センター作成数

委託作成数

297 (286) 21 (22)

297 (258) 18 (20)

東部 西部 南部 北部 合　　計

224 (199) 15 (14)

236 (204) 13 (15)

244 (210) 17 (15)

244 (206) 17 (15)

238 (208) 18 (14)

242 (231) 18 (17)
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⑤　介護予防事業業務委託の状況

ア．介護予防に関する普及啓発事業

　地域の公民館等において、高齢者を対象として、介護予防に関する知識につい

て、普及・啓発するためのミニ講話や相談会を行いました。

回数

人数

回数

人数

回数

人数

回数

人数

回数

人数

回数

人数

※「共通」は複数の包括が共同で実施するもの。

　

20回

251人

28回

260人

ふれあいサロン
0回 0回 0回 0回 0回

0人 0人 0人 0人 0人

共通

東部 西部 南部 北部 合計

老人福祉センター
5回 5回 7回 3回

82人 50人 92人 27人

いこい体操
2回 8回 7回 11回

19人 76人 64人 101人

0回 0回 0回 0回 0回

0人 0人 0人 0人 0人

その他
0回 0回 0回 0回 0回

0人 0人 0人 0人 0人

合計
7回 13回 14回 14回 48回

101人 126人 156人 128人 511人
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〇包括別普及啓発事業実績

東部地域包括支援センター　やしお苑

日程 区分 対象 内容 人数

1 4月19日 老人福祉センター
上二丁目・下木曽根老
人会

・地域包括支援センターについて・『介護予防始
めませんか』のパンフレットを使用して介護予防
の必要性や一般介護予防事業等の説明。・フレイ
ルの説明とフレイルチェック測定会の案内・認知
施策の案内

21

2 4月22日 老人福祉センター 上木曽根老人会

・地域包括支援センターについて・『介護予防始
めませんか』のパンフレットを使用して介護予防
の必要性や一般介護予防事業等の説明。・フレイ
ルの説明とフレイルチェック測定会の案内・認知
施策の案内

13

3 4月24日 老人福祉センター 南川崎・伊勢野老人会

・地域包括支援センターについて・『介護予防始
めませんか』のパンフレットを使用して介護予防
の必要性や一般介護予防事業等の説明。・フレイ
ルの説明とフレイルチェック測定会の案内・認知
施策の案内

21

4 5月2日 老人福祉センター 新田・若柳老人会

・地域包括支援センターについて・『介護予防始
めませんか』のパンフレットを使用して介護予防
の必要性や一般介護予防事業等の説明。・フレイ
ルの説明とフレイルチェック測定会の案内・認知
施策の案内

3

5 5月8日 老人福祉センター 大原老人会

・地域包括支援センターについて・『介護予防始
めませんか』のパンフレットを使用して介護予防
の必要性や一般介護予防事業等の説明。・フレイ
ルの説明とフレイルチェック測定会の案内・認知
施策の案内

24

6 7月3日 いこい体操 上二丁目町会
・地域包括支援センターについての案内・介護予
防手帳の配布と説明

9

7 7月4日 いこい体操 下木曽根町会
・地域包括支援センターについての案内・介護予
防手帳の配布と説明

10

合計 101
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西部地域包括支援センター　ケアセンター八潮

日程 区分 対象 内容

1 4月18日 老人福祉センター
小作田・松の木老人ク
ラブ

包括支援センターの業務説明　各種検診のお知ら
せ　オレンジカフェ、フレイルチェック測定会の
案内　介護予防について説明

8

2 5月1日 老人福祉センター 上馬場・柳之宮老人会
包括支援センターの業務説明　各種検診のお知ら
せ　オレンジカフェ、フレイルチェック測定会の
案内　介護予防について説明

14

3 5月7日 老人福祉センター 中番場老人会
包括支援センターの業務説明　各種検診のお知ら
せ　オレンジカフェ、フレイルチェック測定会の
案内　介護予防について説明

13

4 5月10日 老人福祉センター 西袋老人会
包括支援センターの業務説明　各種検診のお知ら
せ　オレンジカフェ、フレイルチェック測定会の
案内　介護予防について説明

5

5 5月13日 老人福祉センター 南後谷老人会
包括支援センターの業務説明　各種検診のお知ら
せ　オレンジカフェ、フレイルチェック測定会の
案内　介護予防について説明

10

6 7月2日 いこい体操 八幡公民館
介護予防手帳の配布、内容の説明　包括支援セン
ターの紹介

7

7 7月3日 いこい体操 中番場町会
介護予防手帳の配布、内容の説明　包括支援セン
ターの紹介

12

8 7月9日 いこい体操 西袋町会
介護予防手帳の配布、内容の説明　包括支援セン
ターの紹介

15

9 7月17日 いこい体操 高橋道場
介護予防手帳の配布、内容の説明　包括支援セン
ターの紹介

10

10 7月25日 いこい体操 南後谷町会
介護予防手帳の配布、内容の説明　包括支援セン
ターの紹介

10

11 8月6日 いこい体操 グリーンパーク第3八潮
介護予防手帳の配布、内容の説明　包括支援セン
ターの紹介

5

12 8月21日 いこい体操 上馬場町会
介護予防手帳の配布、内容の説明　包括支援セン
ターの紹介

7

13 8月27日 いこい体操 柳之宮町会
介護予防手帳の配布、内容の説明　包括支援セン
ターの紹介

10

合計 126
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南部地域包括支援センター　埼玉回生病院

日程 区分 対象 内容 人数

1 4月23日 老人福祉センター 上大瀬老人会

・包括支援センターの役割についての案内
・介護予防、フレイルチェック測定会、特定検
診、認知症健診、オレンジカフェ、コバトンALKOO
マイレージの紹介

14

2 4月25日 老人福祉センター 西古新田老人会

・包括支援センターの役割についての案内
・介護予防、フレイルチェック測定会、特定検
診、認知症健診、オレンジカフェ、コバトンALKOO
マイレージの紹介

11

3 4月26日 老人福祉センター 京成南老人会

・包括支援センターの役割についての案内
・介護予防、フレイルチェック測定会、特定検
診、認知症健診、オレンジカフェ、コバトンALKOO
マイレージの紹介

12

4 4月30日 老人福祉センター
東古新田・下大瀬老人
会

・包括支援センターの役割についての案内
・介護予防、フレイルチェック測定会、特定検
診、認知症健診、オレンジカフェ、コバトンALKOO
マイレージの紹介

21

5 5月9日 老人福祉センター 大曽根中・西老人会

・包括支援センターの役割についての案内
・介護予防、フレイルチェック測定会、特定検
診、認知症健診、オレンジカフェ、コバトンALKOO
マイレージの紹介

10

6 5月14日 老人福祉センター 浮塚老人会

・包括支援センターの役割についての案内
・介護予防、フレイルチェック測定会、特定検
診、認知症健診、オレンジカフェ、コバトンALKOO
マイレージの紹介

11

7 5月15日 老人福祉センター 垳老人会

・包括支援センターの役割についての案内
・介護予防、フレイルチェック測定会、特定検
診、認知症健診、オレンジカフェ、コバトンALKOO
マイレージの紹介

13

8 7月3日 いこい体操 大曽根中町会
・介護予防手帳の配布と説明
・フレイルチェック測定会、介護予防教室の案内

11

9 7月8日 いこい体操 上大瀬町会
・介護予防手帳の配布と説明
・フレイルチェック測定会、介護予防教室の案内

4

10 7月23日 いこい体操 大曽根西町会
・介護予防手帳の配布と説明
・フレイルチェック測定会、介護予防教室の案内

14

11 8月7日 いこい体操 垳町会
・介護予防手帳の配布と説明
・フレイルチェック測定会、介護予防教室の案内

7

12 8月21日 いこい体操 下大瀬町会
・介護予防手帳の配布と説明
・フレイルチェック測定会、介護予防教室の案内

12

13 9月13日 いこい体操 京成南町会
・介護予防手帳の配布と説明
・フレイルチェック測定会、介護予防教室の案内

7

14 9月26日 いこい体操 浮塚町会
・介護予防手帳の配布と説明
・フレイルチェック測定会、介護予防教室の案内

9

合計 156
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北部地域包括支援センター　やしお寿苑

日程 区分 対象 内容 人数

1 4月22日 老人福祉センター 幸之宮町会

・地域包括支援センター仕事内容と職員紹介・フ
レイルチェック測定会、オレンジカフェ案内　・
認知症検診、特定健康診査、各種検診の受診推
奨・介護予防事業案内

8

2 4月24日 老人福祉センター 鶴一町会、沖通り町会

・地域包括支援センター仕事内容と職員紹介・フ
レイルチェック測定会、オレンジカフェ案内　・
認知症検診、特定健康診査、各種検診の受診推
奨・介護予防事業案内

9

3 4月25日 老人福祉センター 宮田町会

・地域包括支援センター仕事内容と職員紹介・フ
レイルチェック測定会、オレンジカフェ案内　・
認知症検診、特定健康診査、各種検診の受診推
奨・介護予防事業案内

10

4 7月2日 いこい体操 宮田会館
・地域包括支援センター、職員紹介・介護予防手
帳の配布、紹介、使い方　・フレイルチェック測
定会案内　・詐欺啓発、家族介護教室案内

12

5 7月4日 いこい体操 伊草町会
・地域包括支援センター、職員紹介・介護予防手
帳の配布、紹介、使い方　・フレイルチェック測
定会案内　・詐欺啓発、家族介護教室案内

10

6 7月8日 いこい体操 生涯学習館
・地域包括支援センター、職員紹介・介護予防手
帳の配布、紹介、使い方　・フレイルチェック測
定会案内　・詐欺啓発、家族介護教室案内

5

7 7月9日 いこい体操 沖通町会
・地域包括支援センター、職員紹介・介護予防手
帳の配布、紹介、使い方　・フレイルチェック測
定会案内　・詐欺啓発、家族介護教室案内

12

8 7月10日 いこい体操 和耕町会
・地域包括支援センター、職員紹介・介護予防手
帳の配布、紹介、使い方　・フレイルチェック測
定会案内　・詐欺啓発、家族介護教室案内

8

9 7月22日 いこい体操 伊草団地町会
・地域包括支援センター、職員紹介・介護予防手
帳の配布、紹介、使い方　・フレイルチェック測
定会案内　・詐欺啓発、家族介護教室案内

6

10 7月25日 いこい体操 宮田町会
・地域包括支援センター、職員紹介・介護予防手
帳の配布、紹介、使い方　・フレイルチェック測
定会案内　・詐欺啓発、家族介護教室案内

16

11 7月25日 いこい体操 たんぽぽカフェ
・地域包括支援センター、職員紹介・介護予防手
帳の配布、紹介、使い方　・フレイルチェック測
定会案内　・詐欺啓発、家族介護教室案内

11

12 9月6日 いこい体操 八潮団地
・地域包括支援センター、職員紹介・介護予防手
帳の配布、紹介、使い方　・フレイルチェック測
定会案内　・詐欺啓発、家族介護教室案内

8

13 9月9日 いこい体操 松之木町会
・地域包括支援センター、職員紹介・介護予防手
帳の配布、紹介、使い方　・フレイルチェック測
定会案内　・詐欺啓発、家族介護教室案内

6

14 9月27日 いこい体操 髙木町会
・地域包括支援センター、職員紹介・介護予防手
帳の配布、紹介、使い方　・フレイルチェック測
定会案内　・詐欺啓発、家族介護教室案内

7

合計 128
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イ．介護予防教室

　健康教育等の取り組みを通じて、介護予防に関する知識の普及・啓発を行いました。

　地域において介護予防に資する自発的な活動が広く実施されるきっかけづくりとなり、

地域住民に向けた取り組みが実施されるような支援を行いました。

○東部地域包括支援センター　やしお苑

1

○西部地域包括支援センター　ケアセンター八潮　

上半期は実績なし

○南部地域包括支援センター　埼玉回生病院

1

○北部地域包括支援センター　やしお寿苑

1

2

3 9月11日

包括支援センターについての案内と職員
紹介・介護保険の仕組み、利用の流れ、
サービスの概要等・一般介護予防教室、
健康診査、認知症検診、フレイルチェッ
ク測定会・手ぬぐいを使った体操

新町楽集館 22

会　場

9月4日
・管理栄養士による「シニア世代からの
食生活」講義。　・口腔体操、早口言葉
フレイルチェック測定会のお知らせ

ゆまにて 13

日　程 内　容 会　場

7月4日

・オリーブマッサージ治療院新藤氏によ
る自宅でも行えるような腰痛、膝痛の予
防、姿勢改善につながる運動
・地域包括支援センターからのお知らせ

八潮メセナ・ア
ネックス

15

7月4日
塩分計測器を使った、身近なものの塩分
測定。それをもとにした食事と栄養のバ
ランスについての講習

八潮団地 18

参加人数

6月27日
詐欺被害、交通安全の啓発　認知症につ
いてと、身体を動かして体力アップの体
操ゲーム

伊草町会公民館 13

日　程 内　容 会　場 参加人数

参加人数日　程 内　容
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ウ．フレイルチェック事業

　高齢者を対象に、フレイルの兆候を早期に発見する「フレイルチェック測定会」

「フレイルチェック測定会　リピーターの日」にサブレーナーとして参加し、測定支援

や介護予防に関する講話等を行いました。

　また、地域のフレイル予防応援ボランティア（フレイルサポーター）養成講座におい

てもサブトレーナーとして講座の運営を支援するとともに、包括職員のサブトレーナー

養成の場として参加しています。

○フレイルチェック測定会

1

2

3

4

5

6

○フレイルチェック測定会　リピーターの日

1

日程 担当包括 協力包括 会場
参加人数
（人）

4月24日 南部包括 ― 八潮メセナ・アネックス 11

5月28日 北部包括 ―

5

5

12

りらーと八條 6

6月25日 東部包括 ― ゆまにて 18

7月23日 西部包括 ― 八潮市役所　多目的室

合計 57

8月27日 南部包括 ― 八潮メセナ・アネックス

9月12日 北部包括 ― りらーと八條

日程 担当包括 協力包括 会場
参加人数
（人）

6月11日 西部包括 ― 八潮メセナ・アネックス 13
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⑥オレンジカフェ（認知症カフェ）

　市内４か所の地域包括支援センターにおいて、認知症の方や家族、地域住民、専

門職等が参加することができる集う場を提供することにより、認知症になっても安

心して暮らせる地域づくりを支援するために、オレンジカフェ（認知症カフェ）を

月１回、上半期で２４回開催しました。

当事者

介護家族

地域住民

その他

運営ボランティア

⑦家族介護教室

　介護離職防止に向けた取り組みとして、今後家族が介護状態になったらと不安を抱

えながら仕事を続けている方などを対象に、家族介護教室を行いました。

東部地域包括支援センター

⑧介護サービス事業者研修会

　　地域包括支援センターの主任介護支援専門員が中心となり、地域包括支援セン

　ター主催による、介護サービス事業者向けの研修会を行いました。

合　　　計 208人 216人 152人 124人 700人

23人 16人 6人 36人 81人

432人

8人 24人 26人 1人 59人

133人 144人 86人 69人

12人 68人

17人 15人 14人 6人

合計

実施回数

東部 西部 南部 北部

8人

参
加
者
内
訳

専門職(介護支援専門員、ｻｰﾋﾞｽ提供事業者等)

6回 6回 6回 6回 24回

4人 0人 4人 0人

52人

23人 17人 16人

日程 参加人数

9月13日 40
グループごとの課題検討
事例検討会

やしお生涯楽習館

内容 会場

日程 会場 参加人数担当包括／内容

・認知症に関する介護
・認知症に関する基礎知識、認知症の方
への対応方法
・介護と仕事の両立支援制度について

8月31日 市役所　多目的室 17
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（２）指定介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント事業一部委託状況について

　利用者の申し出により、地域包括支援センターと指定居宅介護支援事業所において、

指定介護予防支援事業及び介護予防ケアマネジメント事業の一部委託を行っています。

指定居宅介護支援事業所一覧（新規） 令和６年１２月３１日現在

委託開始日 担当包括 予防 総合 事業所名 設置主体及び経営主体 所在地

1 R6.4.4 西部 ○
ケアステーションひかり
居宅介護支援事業所

一般社団法人ひかり
草加市中央2-2-9
かくまんビル1階

2 R6.5.16 西部 ○
居宅介護支援事業所
ケアセンター八潮

医療法人社団協友会 八潮市鶴ケ曽根1184₋4

3 R6.6.1 西部 ○
ケアプランセンター
地域ケア草加

社会福祉法人福祉楽団
草加市高砂1‐12－4
8ドームヨシタケ1　1C

4 R6.6 南部 ○ つむぐケアプランセンター
ゆあスマイルケアサポート
合同会社

八潮市西袋675-15

5 R6,7 南部 ○ 至誠SWC介護相談センター
社会福祉法人至誠
学舎立川　至誠ホーム

東京都立川錦町6-28-15

6 R6.6.18 北部 ○ 居宅介護支援事業所さくら 合同会社SAKURA
神奈川県平塚四之宮
6-2-20

7 R6,8 北部 ○
居宅介護支援事業所
クォーターヴィレッジ

社会福祉法人草加松原会 草加市親善町6番地

（３）指定居宅介護支援事業者への介護予防支援の指定について

　令和５年の法改正により、居宅介護支援事業者が介護予防支援の指定を受けることで

介護予防支援を実施することができることとなりました。

　介護予防支援の指定に係る申請状況については、次のとおりです。

指定開始日 設置主体及び経営主体 所在地

1 一般社団法人ひかり
草加市中央2-2-9
かくまんビル1階

介護予防支援の指定申請中の事業所一覧

事業所名

ケアステーションひかり居宅介護支援事業所
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指定居宅介護支援事業所一覧（選定済み） 令和６年１２月３１日現在

＜市内＞ （単位：件）

事業所名 設置主体及び経営主体 所在地 担当包括 予防 総合

1 介護相談室やしお苑 社会福祉法人名栗園 南川崎２１０－１ 東部 3 1

南部 0 0

2
居宅介護支援センター杜の家
やしお

社会福祉法人福祉楽団 鶴ケ曽根５６７－１ 東部 1 0

北部 2 1

3
指定居宅介護支援事業所やし
お寿苑

社会福祉法人一寿会 八條２９４－４ 東部 0 1

西部 1 0

南部 0 0

北部 1 11

4 居宅介護支援事業所リリケア 有限会社由利工業
八潮市古新田1091サザンク
ロス102

南部 0 1

5 ケアサポートこいずみ
株式会社トラストメディカ
ルケアサービス

八潮市南後谷430-2コーポ
ボーヤ102号室

南部 0 1

6 ヴィレクール居宅介護支援事業所 有限会社A.I.T 八潮市八條2627 北部 0 1

南部 1 0

7 八潮ケアセンターそよ風
株式会社ユニマットリタイ
ア

八潮市中央3-1-12 北部 1 0

8
指定居宅介護支援事業所ケア
センター八潮

医療法人社団協友会 八潮市鶴ケ曽根1184番地4 東部 1 1

9 つむぐケアプランセンター ゆあスマイルケアサポート合同会社 八潮市西袋675₋15 西部 1 0

南部 1 0

13 18

＜市外＞ （単位：件）

事業所名 設置主体及び経営主体 所在地 担当包括 予防 総合

1 わかばケアセンター大谷田 株式会社わかばケアセンター 足立区大谷田1-4-7 南部 1 0

2
居宅介護支援事業所草加ロイヤ
ルケアセンター

医療法人財団明理会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草加市柿木町123-2 北部 1 1

3 一正堂薬局第二支店 有限会社青上商事 草加市青柳6-24-28 北部 1 0

3 1

※「予防」介護予防支援事業、「総合」介護予防ケアマネジメント事業

合計

合計
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（1）地域包括支援センター職員について

地域包括支援センター職員一覧 令和6年1月31日現在

東部地域包括支援
センター
やしお苑

西部地域包括支援
センター
ケアセンター八潮

南部地域包括支援
センター
埼玉回生病院

北部地域包括支援
センター
やしお寿苑

職種／氏名 職種／氏名 職種／氏名 職種／氏名

主任介護支援専門員 主任介護支援専門員 主任介護支援専門員 主任介護支援専門員

三田村
みたむら

　康子
やすこ

◎安孫子
あびこ

　由美子
ゆみこ

友常
ともつね

　優子
ゆうこ

◎鏑木
かぶらき

　静香
しずか

社会福祉士 社会福祉士 社会福祉士 社会福祉士

◎今野
こんの

　美佐
　みさ

衛藤
えとう

　弘
ひろむ

今井
いまい

　夏世
かよ

武田
たけだ

　建孔
たけこ

保健師 保健師 社会福祉士

松島
まつしま

　愛
あい

◎市沢
いちさわ　

　美恵
よしえ

三國
みくに

　敬
ひろ

明
あき

介護支援専門員 看護師

古川　頼子
ふるかわ　　　よりこ

長谷川
はせがわ

　公子
きみこ

◎は管理者
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参考資料

１．令和6年度上半期　各種会議等実施状況

（１）地域ケア会議

　高齢者が住みなれた地域で安心して生活を継続することができるよう、保健、医療、

福祉、介護の各種サービスを総合的に調整し、継続的かつ包括的に高齢者を支援する

ため、地域ケア個別会議、地域ケア推進会議(専門職種別会議)及び自立支援型地域ケ

ア会議等を開催しました。

地域ケア推進会議

専門職種別会議

地域ケア個別会議

自立支援型地域ケア会議 6回 ケアプランの検討を行い、個別課題を多職種で検
討する、自立支援型の地域ケア会議を開催した。
助言者：理学療法士、作業療法士、薬剤師、管理
栄養士、歯科衛生士
検討プラン数12件、モニタリング件数30件
参加延べ人数　102人

事　　業　　名 回数 概　　　　　　　　要

6回 地域包括支援センター職員及び市職員等が集ま
り、各会議であげられた議題について検討すると
ともに、情報の共有化を図った。
参加延べ人数　50人

18回
保健師（看護職）、主任介護支援専門員、社会福
祉士の３職種は、専門性を活かした活動を実施す
るため、各専門職会議を開催した。

2回 適切な支援の介入が困難な事例について、各地域
包括支援センターが、民生委員・児童委員、町会
自治会、介護保険サービス事業者等を招集し随時
開催した。
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＜地域ケア推進会議及び専門職種別会議実施状況＞

○地域ケア推進会議

開催回数 参加延人数

4月25日

5月23日

6月28日

1

2

3

8人

9人

8人

・地域ケア会議から抽出された地域課題について
・長寿介護課より連絡事項
・個別会議、専門職種別会議報告
・生活支援コーディネーターより連絡事項

・地域ケア会議から抽出された地域課題について
・長寿介護課より連絡事項
・個別会議、専門職種別会議報告
・生活支援コーディネーターより連絡事項

人　数日　程 内　容

6回 50人

・地域ケア会議から抽出された地域課題について
・長寿介護課より連絡事項
・個別会議、専門職種別会議報告
・生活支援コーディネーターより連絡事項

・地域ケア会議から抽出された地域課題について
・長寿介護課より連絡事項
・個別会議、専門職種別会議報告
・生活支援コーディネーターより連絡事項

8人

5 8月29日

・地域ケア会議から抽出された地域課題について
・長寿介護課より連絡事項
・個別会議、専門職種別会議報告
・生活支援コーディネーターより連絡事項

8人

4 7月25日

・地域ケア会議から抽出された地域課題について
・長寿介護課より連絡事項
・個別会議、専門職種別会議報告
・生活支援コーディネーターより連絡事項

9人6 9月26日

23 ページ



○専門職種別会議

＜主任介護支援専門員＞

開催回数 参加延人数

6月24日

5 8月19日
・家族介護教室について
・情報交換

6人

7人

内　容

・家族介護教室について
・包括主催介護サービス事業者勉強会について
・情報交換

・家族介護教室について
・包括主催介護サービス事業者勉強会について
・情報交換

・家族介護教室について
・包括主催介護サービス事業者勉強会について
・情報交換

6回 40人

人　数

4 7月22日
・家族介護教室について
・包括主催介護サービス事業者勉強会について
・情報交換

6人

8人

7人5月20日

1

2

日　程

4月15日

3

6 9月17日
・家族介護教室について
・包括主催介護サービス事業者勉強会について
・情報交換

6人
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＜社会福祉士＞

開催回数 参加延人数

日　程

4月8日 6人

6人

内　容

・今年度の取り組みについて
・市からの連絡事項
・情報交換

・成年後見を活用したケース検討について
・情報交換

・成年後見を活用したケース検討について
・情報交換

人　数

4 7月1日
・成年後見を活用したケース検討について
・情報交換

8人

5 8月5日
・成年後見を活用したケース検討について
・情報交換

7人

8人

6回 41人

1

2

3

5月13日

6月3日

6 9月2日

・八潮市成年後見制度地域連携ネットワーク協議会につ
いて
・成年後見を活用したケース検討について
・情報交換

6人
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＜看護職＞

開催回数 参加延人数

6 9月11日
・一般介護予防事業について
・フレイルチェック事業について
・在サポ事業の周知

8人

7人
・介護予防普及啓発事業について
・フレイルチェック事業について
・総合事業サービスCについて

2 5月8日

5 8月19日
・一般介護予防事業について
・フレイルチェック事業について

7人

7人

6回 45人

・今後の予定、年間計画について
・介護予防普及啓発事業について
・フレイルチェック事業について
・総合事業サービスCについて

人　数内　容

1

日　程

4月10日

4 7月12日
・一般介護予防事業について
・フレイルチェック事業について
・総合事業サービスCについて

8人

3 6月12日
・介護予防普及啓発事業について
・フレイルチェック事業について
・総合事業サービスCについて

8人
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（２）在宅医療・介護連携推進会議

　　在宅療養が必要になった方が、住み慣れた地域で最期まで自分らしく暮らし続ける

　ことができるよう、多職種により、医療・介護連携に向けた現状把握や対応策の検討

　等を行う会議に、地域包括支援センターより１名が参加しました。

　　※令和６年度は、北部地域包括支援センター職員が参加。

（３）認知症初期集中支援チーム

　　認知症が疑われるが、受診拒否やサービスにつながらない高齢者等を対象に、必要

　な介護サービスや医療に繋ぐために、医師・看護職員・介護職員で構成される「認知

　症初期集中支援チーム」が６か月を目安に、訪問等により地域包括支援センターと連

　携し、支援を行うものです。

    令和６年度は事業を休止しています。

2 9月27日

・活動内容及び検討事項確認について
・医療と介護の連携が求められる4つの場面について
・在宅医療サポートセンター活動実績報告について
・事務連絡

日 程

1 6月21日

内 容

・令和6年度在宅医療・介護連携推進会議について
・活動内容及び検討事項確認について
・医療と介護の連携が求められる4つの場面について
・事務連絡
・在宅医療サポートセンター活動実績報告・実施計画について

27 ページ



（４）認知症地域支援推進員

　認知症の方や家族が安心して住み慣れた地域で生活を続けていけるように、地

域住民への普及啓発や、専門機関等との連携を図るために活動をする「認知症地

域支援推進員」を各地域包括支援センターと市に配置しています。

＜認知症地域支援推進員連絡会＞

認知症に関する施策実施のための検討、情報共有

＜認知症に関する普及啓発活動＞

認知症への理解・関心を深めるための普及啓発

6人

8人

3 9月13日

・八潮夜市における啓発活動の振り返りについて
・市民祭り、健康スポーツ祭りにおける啓発活動につい
て
・チームオレンジ立ち上げについて

・八潮夜市における啓発活動について
・健康スポーツ祭り、市民祭りに関する啓発活動につい
て
・チームオレンジ立ち上げについて

2 7月22日

人　数

1 5月20日
・令和６年度認知症啓発活動について
・チームオレンジの立ち上げについて

7人

日　程 内　容

日　程 内　容 人　数

1 8月23日

認知症地域支援推進員と市職員が、八潮夜市にて認知症
についての啓発活動を実施。啓発品（認知症に関する啓
発チラシ及び障がい者施設で作成された作成されたクッ
キーのセット）を約３００名に配布した。

6人
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（５）認知症サポーター養成講座

　地域や職域において認知症の方と家族を支える、認知症サポーター養成講座を

実施しました。

〈八潮市認知症サポーター養成講座　上半期実績〉

４包括

市

４包括

西部包括

西部包括

八潮薬局

7月10日 8人 よりそい処　H₂O　 イトー寿薬局

実施者

5月17日 71人 八潮中央総合病院 八潮中央総合病院

日程 実施人数 対象者 会場

6月7日 33人

5月31日 17人 八潮市職員 市役所３－４会議室

八潮中央総合病院 八潮中央総合病院

7月3日 9人 よりそい処　H₂O　南後谷

29 ページ



（６）協議体

　ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯、認知症高齢者が増加する中、医療・介護のサ

ービス提供だけでなく、日常生活を支えていく生活支援サービスの体制整備を充実

させるため、生活支援サービスの提供体制構築に向けた推進役となる「生活支援コ

ーディネーター」を、市全域を活動範囲とする第１層生活支援コーディネーター

(八潮市社会福祉協議会に配置)に加え、日常生活圏域を活動範囲とする第２層生活

支援コーディネーターを、各地域包括支援センターに配置しました。

　第２層生活支援コーディネーターは、市全域の課題等について話し合う第１層協

議体に参加するとともに、各日常生活圏域内の課題等について話し合う第２層協議

体を中心となって運営しました。また、第１層、第２層の生活支援コーディネータ

ーが集まり、活動の情報共有等を行なう、生活支援コーディネーター連絡会にも参

加するなど、生活支援体制整備の推進に向けて活動しました。

①第1層協議体（市全域の課題等について話し合う）

 ②第２層協議体(各日常生活圏域内の課題等について話し合う)

1 東部圏域 やしおの東サポート隊

2 西部圏域 にこっとよりあい会

3 南部圏域 困(こま)ちゃん気にかけ隊

4 北部圏域 ほくぶ花しあい隊

6回

6回

6回

市民等１2名

市民等７名

市民等７名

1 6月28日

・生活支援コーディネーター活動報告
・関係機関の活動報告
・「やしお暮らしのお役立ち帳」について
・現状の地域課題について
・市民向けフォーラムについて

回　数構成員会　議　名圏域

6回

【構成員】第１層生活支援コーディネーター、第２層生活支援コーディネーター、社
会福祉協議会、シルバー人材センター、商工会、社会福祉課、市民協働推進課、長寿
介護課

日 程 内 容

市民等7名
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③生活支援コーディネーター連絡会

4 8月29日
・活動報告
・市民向けフォーラムについて
・情報交換

4 9月26日

・活動報告
・市民向けフォーラムについて
・買い物バスについて
・情報交換

2 5月20日
・活動報告
・市民向けフォーラムについて
・情報交換

3 7月25日
・活動報告
・市民向けフォーラムについて
・情報交換

【構成員】第1層生活支援コーディネーター、第2層生活支援コーディネーター、
長寿介護課

日 程 内 容

1 4月15日
・活動報告
・市民向けフォーラムについて
・情報交換
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２．日常生活圏域人口、高齢化率

総人口 高齢者人口 高齢化率

92,846 20,954 22.57%

人口 高齢化率 人口 高齢化率

小作田 21 40.38% 八條 1,207 35.53%

松之木 5 33.33% 鶴ヶ曽根 1,472 31.41%

上馬場 99 21.43% 八潮団地 670 41.80%

中馬場 149 26.61% 伊草 20 32.79%

西袋 580 28.97% 伊草団地 400 43.15%

柳之宮 256 22.46% 新町 264 24.49%

南後谷 956 25.78% 緑町三丁目 337 24.87%

中央一丁目 297 23.91% 緑町五丁目 457 28.54%

中央二丁目 290 24.13% 伊草一丁目 237 22.99%

中央三丁目 315 26.29% 伊草二丁目 128 22.46%

中央四丁目 215 20.71% 合計 5,192 31.67%

八潮七丁目 454 24.67% 圏域人口 16,393

八潮八丁目 301 30.59%

緑町一丁目 522 27.99%

緑町二丁目 546 22.36%

緑町四丁目 315 31.28%

合計 5,321 25.56%

圏域人口 20,817

人口 高齢化率

大瀬 970 23.51%

古新田 577 19.34%

垳 421 12.73%

大原 77 5.20%

大曽根 1,707 25.99% 人口 高齢化率

浮塚 870 27.74% 二丁目 842 23.77%

八潮五丁目 93 17.68% 木曽根 904 22.96%

大瀬一丁目 145 5.75% 南川崎 1,158 19.83%

大瀬二丁目 32 8.29% 伊勢野 682 16.03%

大瀬三丁目 26 3.12% 八潮一丁目 241 21.63%

大瀬四丁目 166 4.30% 八潮二丁目 295 23.17%

大瀬五丁目 48 7.19% 八潮三丁目 296 20.74%

大瀬六丁目 5 2.42% 八潮四丁目 380 21.74%

茜町一丁目 67 6.41% 八潮六丁目 382 23.36%

合計 5,204 16.83% 合計 5,180 20.96%

圏域人口 30,925 圏域人口 24,711

65歳以上
東部圏域

南部圏域
65歳以上

令和6年10月1日現在

八潮市
合計

西部圏域
65歳以上

北部圏域
65歳以上
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